
 

 

 

 

■水子貝塚公園は、昭和44 年（1969）に国史跡に指定されました。 

水子貝塚は昭和12 年（1937）発見以来、数回の発掘調査によって小規模な貝塚が

環状（かんじょう）に分布する縄文時代のムラの跡であることが判明し、その貴重さ

から昭和44 年（1969）に国史跡に指定されました。 

指定地の面積は約39,346 ㎡（東京ドームの0.84 倍）です。翌年から20 年の歳月

をかけ用地を取得し、平成３年（1991）から公園整備を開始しました。平成6 年（1994）

に「水子貝塚公園」としてオープンし、「縄文ふれあい広場」として親しまれていま

す。 

平成７年（1995）には国土交通省から「手づくり郷土賞」を受賞し、 

平成19 年（2007）には「日本の歴史公園100 選」にも選ばれました。 

 

■縄文海進と水子貝塚 

約9,000 年前から温暖化がはじまり、現在よりも平均気温が１～２度高くなりまし

た。その結果、北極や南極の氷が溶け、しだいに海水面が上昇し、ピーク時の6,500

～6,000 年前には５ｍほど現在よりも高くなりました。この現象を縄文海進といいま

す。そのため、現在よりも深い谷だった荒川の流れに沿って海水が富士見市を含め内

陸部まで入り込み「古入間湾」を形成しました。 

 

水子貝塚公園 



縄文時代には、富士見市は武蔵野台地と荒川低地が広がり、低地は海でした。 

 

 

■水子貝塚公園で、様々な学習や体験ができる。 

水子貝塚公園には資料館・展示館の他、 

約6,000 年～5,500 年前の関東平野・奥東京湾の地図などのある説明広場、 

様々な学習や体験のできる学習広場、展望台、 

縄文時代の暮らしを再現している復元竪穴住居、 

貝塚のあった場所を示す貝塚表示、 

当時の森を復元した縄文の森などがあります。 

 

縄文神ムサビー 

水子貝塚は海の幸を求めて集ま

った人々が残した貝塚のひとつ

です。 

 

竪穴式住居跡からは貝塚が発

見され、最も多いのはヤマトシジ

ミ、次にマガキ、ハマグリ、アサ

リなどの貝殻です。 

 

１５号住居の貝塚の下には、３

０代の女性人骨と若い雄犬の骨

が埋葬されていました。展示館に

は住居跡・貝塚・人骨の出土状態

をそのままに再現しています。 

 

※水子貝塚資料館のイベントが、ふじみ広

報で毎月掲載されています。 

 

※水子貝塚資料館には 

「愛称ムササビ土器」が展示されています。 

県指定有形文化財です。 

（羽沢遺跡出土の縄文土器） 



■水子貝塚星空シアター 

 水子貝塚星空シアターは、平成8 年（1996）から毎年開催しています。公園内で涼

み、大型スクリーンで映画を観ながら楽しいひと時を過ごしたり、その他の行事や模

擬店も出て、多くの市民に親しまれています。 

 ※来園者 平成２４年 ３,０００人 

 

■新春縄文マラソン大会 

水子貝塚公園をスタート・ゴール地点とする「新春縄文マラソン大会」は、富士見

市体育協会主催で毎年1 月の成人の日に行われています。 

同時に「縄文5 種競技」が開催され、ヤリ投げ・弓矢・火おこし・宝さがし・丸太

ひきなどが行われます。 

当大会の第1回は昭和44 年（1969）「ロード・レース」として開催され、その後「富

士見ロード・レース大会」、そして現在の「新春縄文マラソン大会」と名称を変え、

平成24 年（2012）1 月で42 回（参加者916 名）を数えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓↓↓ 次の資料は、水子貝塚資料館の好意により開示しています。↓↓↓ 

記載日：2013/11/7 

この内容は、「郷土富士見検定問題集」「郷土富士見検定問題集 第二集」から抜粋し、記載し

ています。また補足資料として図（資料館内の掲示説明の切抜き）を利用させて頂いておりま

す。 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 



 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 


